
みんなの白菜物事プロジェクト

新しいふるさとづく

Creatinganewhome

新しいふるさとづくりとは

・心の霊かさにつながるものの存在に気づくこと

・蠣土に伝わる古きよきものをrこれから」に生かすこと

ふるさとのこと

この地域の恵まれた自然や風土、
この地に生まれ育った人たちや出会った人たち・・・

そこに暮らした人たちの思いや願い、知恵や工夫・・・が、
いく圭にも重なり、つながり合って文化が生まれました。

そして、そこに流れた時と時のつながりは、
やがて、いつの日から力ヽ歴史や伝統へと醸されていきます。

「ふるさとJ　つて・・・？
いろんなr出会い」やrつながり」の連続でつむぎ出された

尊きr場所Jであり、愛しき「記胤なのです。

白菜のふるさとlみやぎJから・・・

たくさんの「出会い」と　rつながりJを重ねてきたように、
一枚一枚の集が巻き合ってできた結球白菜。

ふるさと　rみやぎ」の百年が育んだ
尊書食文化のひとつです。
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まず」ふるさとのr百年白菜Jから

ふるさとのrこれまでの百年」を

訪ねてみよう。
ふるさとの恵まれた自然や風土、
そこに生きたたくさんの人々の敷き

思いや願い、日々の暮らしの

営みの中から生まれた知恵や工夫、

そして文化や歴史、伝統・・・
わたしたちの愛しきふるさと　rみやぎ」

のrこれからの百年」のrらしさJと

出会うために。
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職じまりJをl大切に思うJと

rらしさJが生まれますi

ふるさとlaやぎJ O

これまでの曹年電職ねて

それぞれの地嶋に轟る

l自責鴨奮Jとの出会い
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これからの丁年毛細i

新しいふるさとづくりで

大切にしたいこと

皐もさとl鶴や膚Jのlこれ蒙での丁年」t
mbjとlこIul色の軌のポしいふiさと
づくりでr大切にしたいことJ Etプさ暮す．
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霊ブくこと
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みんなの自薬物讃プロジェクト（卸10．3－）／リエゾンキッチン

宮城県は、白菜の育種と生産に関して約百年の伝統を持つ「白菜のふるさと」ですこ　このプロジェクト

は、地域伝統の自業の食文化資源を活用して進める「新しいふるさとづくり」の取り組みですこ

地域の食文化は、その地域周有の自然や風土、そこに生きた人々の知恵や工夫、思いや願いなどによ

り紡がれてきました。ふるさとの白菜の食文化をひも解く「食の学び」から、私たちは心豊かなふるさと

の「らしさ」に出会うことができますこOd由nx▼＝Od由nal吋！「はじまり」を「大切に患う」と

「らしさ」が生まれるのです。

身近すぎるほどの野菜「白菜」一日噴何気なく接しているrもの」や「こと」に、そのルーツを訪ねた

り、見方をちょっと変えてみると、そこには、心豊かなふるさとの「らしさ」と「これから」が映し出さ

れるのですこ
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鵬の曹さんとの新しいふるさとづくり　葉の花の咲く■



ふるさと東北の二つの‘‘白菜畑”がつながって

シオーモの自重畑

宮城県の松島湾に浮かぶ浦戸糟島（塩竃市等）では・地元の種苗会社や島の人々によって、大正時代から自業のタネ
探りが行われてきました。この島々から誕生した自業のタネは・全国に普及し、唱和のはじめには・宮城・東北・そ
して全国の農村に明るい光を灯していきました02011年3月に発生した東日本大震災の鴻波により、浦戸野々島の白
菜の採種畑も被害を受けました。リエゾンキッチンでは・島の採種農家や地鵬力者の方々と共に・卸11年9月から
宮城県に受け継がれてきた「白菜の採種文化の保存活動」に取り組んでいまれ　r島ノ机に植えた「千枚の松島自
業」は、5月に菜の花が咲かせました○そして実を結び7月にタネになったので弟

イーハトープの日華畑
岩手県の花巻市にある宮沢賢治が自ら耕した畑「下ノ机からは、東北の農村に暮らす人々の幸せを願う数々の作品
が誕生しました。北上Ilの側にある下ノ畑では、その当時、大変珍しかった白菜も栽培されました。1926年に発表

された詩集r春と修軌（第三集）には「白菜机と躍された詩が含まれていまも「千の芝帯白菜はほじけるば
かりの砲弾になり‥・」、千玉の白菜が並ぶイーハトープの白菜畑は・まさに理想郷の夢の光景だったのかもしれ
ません。現在の花巻の「下ノ肌は「下ノ畑保存会」の皆さんによって耕し掛すられていまれ東北の白菜畑を肪ね
ながら、ふるさとを思う心も耕し紛ナていきましょう。

芝雫白菜と松島白菜

白菜畑　富沢■治r義と糊一十三▲19加筆

勲がはたl　軌跡っl乳iで

エンタシスあ胡垂わ印ま

みな水いろの影をひく

1小くつかのよるとひる
病鵬だえてゐた間

こんなつめたい空気のなかで

千の芝罪白菜は

ほじけるま淵こなり

酬ま
立派なパン胡粉こおった

こゝ【濾精魂わた人が

み榔行くところだし

川に泊りてどっちへも捌ナられ

紛＼も出られるので

どうもこゝ′峨つくうては
あれるだらうとみんな－捻った

けれどⅦ払盗まない

軸心まひとりでにかういふ昭淵して

的はまっ白珊抄励てゐるし

爛恥もう号でまっしろ

州腑‾るやうな
棚ときどきあげ
燃えたり消えたりしつづけながち

払′どんtをながしてゐる

病んでゐでも

あるいは死んでしまっても

残りの瞞こ対しては
やっぱり川はケカ畑lるし

なんとし心ゝゝことだらう

あゝひっそりとしたこのはたけ

l升lどもわたくしが
レアカーをひいて

この砂つちにはひってから
まだひとつの旨もきいでゐないのは

それと明晩かゆだらうか．

巨き脚東まりが

いま側路ので

例柑漉私消え

砂もくらくl扱ったI升tども

宮沢薫治のr白菜肌に登場する「千の芝需自業J

r芝釆」は中国山東地方の地名で弟この作品が■かれ

た何時代の大正帆、脚の浦戸糟島では自業の育租

と採種の取り組みが始まりました。松島湾の浦戸離島

から艦生したr稔島糸島乱、実はこの「芝零脇

が基になって育成された品種群なのです∴訂城県美里町
にある渡辺採種操から発表されたr松島絶二号」は、

宮沢賢治のr白菜畑」が曽かれた二年蘭の1似（大正

13）年に発表された品種で九

大正柵から始まったこの育種の伝統は、魂在も継承
されていますパ犯12年、この流れと患いをくんだ新し

叫綱齢磯辺剰桝炒ら発表されました。

Tabltl．Pdr即t r tt rlali dnd亡もrlノこ1－ゝいこう1二バ二一・とr

O†Chlnti●Cl心b叩○川こじan

内代nt n■ttrlil Cl的Sl亡一l Cultlvirl
†∩■Chl間　　　　　　　　　　　　InJiP■n

Chllru9rO岬 ChHfu．lbt～u～hll叫．lbhL～h nd

Mly●0～憮∩　9rOUP I叩■q

Chlilu只H†y■OSh●小　　　　山9▲

ndtur■1hybrtdt王dtloll

J仙●Shln9rOuP A1⊂hl．HoZ■kl

†アリ忘蒜ソタ一日自Wシン■少サム紳鵬　0鴻l）
融　氏氏亀戸ーリよサ

「シオーモの自業の乱なつかしき海苔を奏でる音符が一五線に畝った「イーハトプの肌の譜面に挿かれると

今掛ま、ふるさと東北の豊かなる「大地のハーモニー」を奏で始めまも

岩手県花巻市下ノ札にて：「白菜札の畝立て8月訪日・定植9月3日



「シオーモの為ノ畑」で採れた白菜の踵は、なつかしき潜音を奏でる音符、

五線に畝った「イーハトープの下ノ畑」の譜面に播かれると‥・

今度は、ふるさと東北の豊かなる「大地のハーモニー」を奏で始めます，

花巻「下ノ畑」2012．11．3
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